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（共同） 

 

（←バーミアンの女性たち） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020 年 12 月 19 日、JPF（JAPAN PLATFORM）アフガニスタンワーキンググループ有志団体によるパネル

ディスカッションがオンラインで行われ、ラーラ会運営委員も数名視聴。厳しい情勢の中、色々なグループが

支援を続けていることが分かりました。 

基調講演はカーブル在住 28 年の共同通信カーブル支局記者、安井浩美さん。2020 年の産婦人科病院襲撃事件

直後の惨状など時に声をつまらせながら語ってくださいました。 

アフガニスタン訪問時に安井さんと何回か出会った運営委員の 

堀川ひろ子さんに安井さんのことを聞きました。 
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ヘラート女性 通学事情 ２０２１ 

タリバン政権の時代に女性たちは男性（父親、夫、兄弟、息子等）の付き添いがなければ 

外出できませんでした。現在女子大学生や仕事を持つ女性は増えています。彼女たちはいっ

たいどのようにして毎日通勤通学しているのでしょうか。 

ザイナブさんからのレポートです。 

残念ながら最近アフガニスタンの状態は段々悪くなって来まして、タリバン政府の 

時代と同じように一人で外出するのは怖くなりました。例えば大学に行く時に一人 

でバスに乗らずに女性５、６人のグループを作り知り合いの紹介で信頼出来るミニ 

バスの運転手と契約して毎日家の前から大学の往復をします。 

最近普通のバスはテロアタックのターゲットになっていましたから普通のバスに乗 

るのを止めました。バス代は 1 人 1 週間で 600 アフガニ(10 ドルぐらい)になります。

もちろん人が増えたら安くなります。授業の時間とグループに決まった時間に基づ 

いて毎日の出発と帰る時間が変わりますが、大体朝 8 時、午後 1 時と 4 時がバスの 

スケジュールです。予約したバスには今まで問題ありませんでしたが、前に普通の 

バスに乗った時に一回バスの中にテロアタックがあって私はラッキーで死ななか 

った。それで怖くなってもう普通のバスに乗ることを止めました。公共交通機関が 

ターゲットなって来ましたから、お金持ちの人は車を運転する女性が最近増えました。

バイクと自転車はヘラート市ではまだないですが他の州に例えばバーミアンに最近増

えて来ました。                         

                               ザイナブ 

 

壁画に書かれているダリ語は・・ 

この土で、 

この純粋な庭で、 

私は優しさと愛以外は

何も育てません 

 

「土と純粋な庭」は世界を意味し

ます（レザ） 

中村哲さんをたたえる壁画 

中村哲さんが銃弾に倒れてから 1年以上が経ち、カーブルには中村さんをたたえる壁画が現れました。 

 

～忘れないでアフガニスタン～第二弾 にオンライン参加して 

2002年４月、アフガン人女性の里帰りに同行して 3人で初めてカーブルに行きました。民間機の

航路がまだない時でした。唯一の手段は国連機で、1週間に 1度しか飛ばないので競争率が高く、

各国からのエキスパートでさえチケットを取るのが難しいのですが、パキスタン在住の日本人国連

職員の計らいで乗ることが出来ました。9・11事件から 7ヶ月、まだマスコミも日本政府関係者も

入っていません。壊れた空港の建物から出て、10人程の殺気立ったタクシー運転手を前に途方に

くれていた時に、さっそうとハイエースを運転して現れた恰幅のいい日本人女性に驚愕、地獄で会

った仏様に見えました。その人が安井浩美さんです。アジア太平洋孤児センターの N氏を迎えに来

られたのです。N氏に紹介され、安井さんが内戦時代、タリバン時代、アメリカによる空爆時にも

住んでいたと知り、さらに驚愕。私たちも安井さんの好意で同乗して共同通信社のオフィスに案内

され、やっと一息つきました。そこではこれからどのような行動ができるか話し合い情報を頂きま

した。お茶を出してくれた優しそうなお爺さんは身寄りのない方で、安井さんが面倒をみておられ

ました。2007年には柄子さんとお宅に招待されて貴重なお鍋をご馳走になりました。取材中に恋

に落ちて結婚されたご夫君は、想像どおりハンサムで優しくてカッコいい方でした。 

                                     堀川ひろ子 

 

カーブルに女性専用乗り合いバスがお目見えしました。運転手も女性。免許を取る女性は

増えているものの、まだまだ車を運転するのは男性というお国柄。颯爽とした女性運転手

をぽかんと見送る男性もいるそうです。中には走路妨害する、クラクションを派手に鳴ら

す、ミニバスと並走するような嫌がらせも受けるとか。「運転は大好き！仕事も面白いわ。

でも弱気じゃダメね。」と運転手の一人は言います。（ミニバス運転手は 4 人。100 人の応

募がありました。） 

「ピンクシャトル」はイタリアの NGO 等が支援するテストプロジェクトで、2019 年 5 月

にスタートしました。4 人の女性運転手が 10 人乗りのミニバスを運転しています。ヘラ

ートでもこんなバスができるといいですね。                                         

PINK SHUTTLE （ピンクシャトル：女性専用バス） 

（NDTV 2019/11/27 より） 

  


